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『人
形
』
の
検
討
Ⅱ
猪
熊
雄
治
前
稿
（
１
）で
は
、
『
人
形
』
の
創
刊
（
昭
５
５
）
よ
り
、
「
目
立
つ
て
活
況
を
呈
し
」
始
め
た
（
小
林
英
俊
（
２
））
昭
和
八
年
頃
ま
で
の
動
向
を
追
い
、
『
人
形
』
に
「
活
況
」
を
も
た
ら
し
た
と
さ
れ
る
支
部
活
動
の
始
動
状
況
と
、
詩
誌
の
性
格
を
徐
々
に
強
化
し
て
い
く
動
き
を
確
認
し
て
み
た
。
小
論
で
は
、
支
部
活
動
の
拡
大
に
よ
っ
て
、『
人
形
』
の
特
色
と
さ
れ
る
「
日
本
各
地
に
『
人
形
』
支
部
が
開
設
さ
れ
、
そ
の
頂
点
に
西
條
八
十
が
位
置
す
る
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
組
織
形
態
」
（
鈴
木
貴
宇
氏
（
３
））
が
整
備
さ
れ
て
い
く
様
子
と
、
『
人
形
』
が
打
ち
出
し
て
い
っ
た
詩
誌
と
し
て
の
方
向
に
視
点
を
あ
て
、
八
年
以
降
の
「
活
況
」
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
確
か
め
て
い
き
た
い
。
Ⅰ
『
人
形
』
の
支
部
が
設
立
さ
れ
て
い
く
動
き
は
、
前
稿
で
述
べ
た
通
り
、
七
年
五
月
号
の
「
選
者
の
言
葉
」
に
記
さ
れ
た
西
條
八
十
の
提
案
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
支
部
設
置
は
、
創
刊
直
後
の
五
年
六
月
号
と
七
月
号
に
予
告
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
向
に
具
体
化
し
な
か
っ
た
企
画
で
、
「
支
部
を
是
非
作
り
た
い
と
い
ふ
要
求
」
は
「
々
」
（
「
選
者
の
言
葉
」
）
寄
せ
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
。
西
條
の
言
及
に
よ
っ
て
そ
の
後
一
気
に
具
体
化
へ
と
向
か
う
が
、
実
現
に
向
け
て
動
き
出
し
た
背
景
に
は
、
読
者
相
互
の
交
流
を
求
め
る
動
き
も
働
い
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
七
年
五
月
号
以
前
の
『

人
形
』
通
信
欄
「
人
形
の
家
」
を
見
れ
ば
、
自
己
紹
介
や
他
の
投
稿
者
へ
の
挨
拶
、
賞
賛
、
文
通
希
望
に
加
え
て
、
読
者
が
集
う
機
会
を
待
望
す
る
声
が
複
数
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。
第
一
号
支
部
と
な
っ
た
神
戸
支
部
の
設
立
と
運
営
に
力
を
注
い
だ
山
本
格
郎
（
当
時
の
投
稿
名
は
沢
の
井
紅
児
）
も
、
そ
の
投
稿
者
の
一
人
で
、
昭
和
六
年
九
月
号
か
ら
投
稿
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
き
た
山
本
は
、「
人
形
の
家
」
に
も
た
び
た
び
投
稿
し
、
読
者
間
の
交
流
も
積
極
的
に
提
唱
し
て
き
た
。
例
え
ば
六
年
十
一
月
号
「
人
形
の
家
」
で
は
、
誌
友
名
簿
の
掲
載
を
提
案
し
、
さ
ら
に
七
年
二
月
号
で
は
、
同
じ
地
域
に
居
住
し
な
が
ら
読
者
が
知
り
合
え
な
い
「
淋
し
さ
」
を
強
調
し
、
そ
の
た
め
の
「
温
い
グ
ル
ー
プ
を
作
る
必
要
」
を
訴
え
て
い
る
。
山
本
の
要
望
に
類
似
し
た
提
案
は
、
他
の
読
者
か
ら
の
投
稿
に
も
見
ら
れ
、
山
本
の
投
稿
に
先
立
つ
六
年
六
月
号
に
は
、
大
阪
に
住
む
尾
崎
虹
夢
と
い
う
読
者
か
ら
の
「
大
阪
近
郊
在
住
諸
氏
よ
、
人
形
愛
読
者
会
を
作
ら
う
で
は
な
い
か
！
」
と
の
呼
び
か
け
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
尾
崎
の
投
稿
を
受
け
て
、
山
本
の
投
稿
が
掲
載
さ
れ
た
同
年
十
一
月
号
に
は
、
大
阪
で
の
愛
読
者
会
開
催
を
尾
崎
に
促
す
投
稿
が
寄
せ
ら
れ
、
七
年
三
月
号
で
は
そ
の
成
果
を
尋
ね
、
「
折
々
在
阪
の
諸
君
と
共
に
語
り
明
」
か
す
機
会
を
あ
ら
た
め
て
要
望
す
る
声
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
地
域
の
読
者
同
士
が
交
流
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学
苑
第
八
三
三
号
三
四
～
四
〇
（
二
〇
一
〇
三
）
し
あ
う
場
を
、
六
年
か
ら
七
年
に
か
け
て
、
投
稿
者
た
ち
は
繰
り
返
し
求
め
て
い
た
。
創
刊
直
後
に
予
告
さ
れ
、
そ
の
後
も
実
現
を
望
ま
れ
て
き
た
支
部
の
設
置
は
、
こ
の
要
望
に
応
え
る
企
画
と
し
て
、
あ
ら
た
め
て
具
体
化
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
編
集
を
担
当
し
て
い
た
加
藤
憲
治
も
七
年
六
月
号
の
社
告
「
人
形
支
部
に
就
て
」
で
、
「
諸
君
同
志
の
親
睦
機
関
」
と
し
て
の
支
部
の
姿
を
強
調
し
、
支
部
設
置
へ
の
読
者
の
関
心
を
高
め
よ
う
と
し
て
い
た
。
支
部
設
置
の
方
針
に
対
す
る
読
者
の
反
応
は
、
直
ち
に
現
れ
た
よ
う
で
、
加
藤
に
よ
れ
ば
「
各
地
方
よ
り
続
々
と
申
込
が
」
（「
編
輯
後
記
」
七
月
号
）
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。「
人
形
の
家
」
に
も
、
山
本
の
「
阪
神
地
方
に
是
非
支
部
が
ほ
し
い
で
す
ね
。
誰
か
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」
（
九
月
号
）
を
始
め
と
し
て
、
東
京
、
浜
松
、
福
岡
等
自
己
の
居
住
地
へ
の
設
置
を
望
む
声
が
続
け
て
投
稿
さ
れ
て
い
る
。
十
月
号
に
投
稿
さ
れ
た
「
地
方
支
部
設
置
の
話
が
で
て
お
り
ま
し
た
が
之
は
大
い
に
賛
成
で
す
。
誌
友
は
家
族
の
如
き
交
際
と
団
結
を
必
要
と
し
ま
す
が
故
に
。
」
か
ら
も
見
ら
れ
る
通
り
、
読
者
は
支
部
を
交
流
の
場
と
し
て
期
待
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
七
年
十
一
月
に
神
戸
支
部
を
発
足
さ
せ
た
山
本
が
、
十
二
月
号
「
人
形
の
家
」
に
寄
稿
し
た
「
神
戸
支
部
便
り
」
で
、「
今
後
愉
快
な
友
情
を
楽
し
む
こ
と
に
決
定
し
た
」
と
述
べ
、
親
睦
を
図
る
場
所
と
し
て
の
支
部
像
を
強
調
す
る
の
も
、
そ
れ
だ
け
親
睦
へ
の
期
待
が
強
か
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
神
戸
に
続
い
て
設
立
さ
れ
た
東
京
、
京
都
両
支
部
が
、
準
備
段
階
で
ピ
ク
ニ
ッ
ク
を
催
す
の
も
、
地
区
読
者
相
互
の
交
流
を
実
現
し
、
以
後
の
支
部
活
動
へ
の
参
加
を
導
く
た
め
だ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
八
年
五
月
の
京
都
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
参
加
し
た
読
者
が
、
読
者
同
士
が
「
す
つ
か
り
十
年
の
知
己
の
様
な
気
持
」
（
「
ピ
ク
ニ
ツ
ク
の
印
象
」
八
年
七
月
号
）
に
な
っ
た
と
あ
る
よ
う
に
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク
開
催
は
確
か
に
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
二
支
部
の
発
足
に
対
し
て
、
『
人
形
』
か
ら
の
協
力
、
支
援
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
、
八
年
四
月
の
東
京
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
は
西
條
、
加
藤
が
、
京
都
に
は
滋
賀
に
在
住
し
て
い
た
小
林
が
出
席
し
、
参
加
者
と
の
親
睦
を
図
っ
て
い
る
。
六
月
号
「
ピ
ク
ニ
ツ
ク
の
栞
」
に
寄
せ
ら
れ
た
感
想
「
と
つ
て
も
愉
快
で
し
た
。
先
生
誌
友
総
勢
四
十
八
人
、
…
浅
春
の
愛
ら
し
さ
を
快
く
味
ひ
ま
し
た
。
」
に
見
ら
れ
る
通
り
、
西
條
の
出
席
は
参
加
者
に
強
い
満
足
感
を
も
た
ら
し
た
が
、
西
條
は
第
一
回
の
例
会
に
も
出
席
し
た
よ
う
で
、
こ
の
投
稿
者
は
例
会
で
も
西
條
に
接
し
「
来
月
の
合
評
会
の
早
か
れ
を
念
じ
て
居
り
ま
す
。
」
と
、
支
部
活
動
へ
の
参
加
意
欲
を
高
め
て
い
る
。
加
藤
の
八
月
号
「
編
輯
後
記
」
に
も
「
幸
ひ
、
東
京
支
部
は
本
社
の
膝
下
の
せ
い
か
、
健
全
な
発
達
に
進
ん
で
ゐ
る
。」
と
記
さ
れ
、
東
京
支
部
の
滑
り
出
し
に
つ
い
て
、「
本
社
」
が
高
い
関
心
を
寄
せ
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
京
都
支
部
に
つ
い
て
も
、
五
月
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
へ
の
小
林
の
出
席
に
続
き
、
創
立
記
念
の
十
月
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
は
小
林
に
加
え
て
、
西
條
と
門
田
穣
が
出
席
す
る
よ
う
に
、
支
援
の
姿
勢
を
鮮
明
に
示
し
て
い
る
。
加
藤
も
九
月
号
と
十
月
号
の
「
編
輯
後
記
」
で
こ
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
言
及
す
る
と
と
も
に
、
神
戸
支
部
も
加
え
た
「
読
者
関
西
大
会
」
と
す
る
案
や
二
支
部
間
の
提
携
を
要
請
す
る
等
、
関
西
の
支
部
へ
の
目
配
り
を
見
せ
て
い
た
。
神
戸
に
続
き
東
京
、
京
都
と
、
支
部
設
置
の
動
き
が
進
展
す
る
に
連
れ
て
、
『
人
形
』
は
、「
本
社
」
と
支
部
と
の
が
り
を
深
め
て
い
く
方
向
に
乗
り
出
し
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
八
年
十
月
号
か
ら
は
東
京
と
神
戸
の
、
十
一
月
号
か
ら
は
京
都
を
加
え
た
三
支
部
の
例
会
報
告
が
、
専
用
頁
に
並
ん
で
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
、
支
部
活
動
を
、
『
人
形
』
運
営
の
要
素
と
し
て
重
視
す
る
姿
が
打
ち
出
さ
れ
、
支
部
の
始
動
に
あ
わ
せ
て
、
支
部
と
そ
の
活
動
を
『
人
形
』
の
組
織
に
組
み
入
れ
た
「
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
組
織
形
態
」
も
形
成
さ
れ
て
い
く
。
加
藤
は
九
年
三
月
号
の
「
編
輯
後
記
」
で
、
支
部
の
意
義
を
強
調
し
、
「
…
メ
ン
バ
ー
が
互
に
啓
発
し
合
ひ
、
各
人
が
成
長
す
る
」
た
め
の
「
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
」
の
「
形
成
」
を
訴
え
、
支
部
の
開
設
を
研
鑽
の
視
点
か
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ら
も
求
め
て
い
る
。
『
人
形
』
を
「
愛
読
者
諸
君
の
文
学
上
の
実
際
的
学
校
で
あ
る
と
共
に
、
諸
君
の
相
互
的
親
睦
機
関
」
（
「
編
輯
後
記
」
八
年
六
月
号
）
と
し
た
加
藤
は
、
同
様
の
機
能
を
支
部
に
も
想
定
す
る
こ
と
で
、
「
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
組
織
形
態
」
の
中
で
の
支
部
と
『
人
形
』
の
有
機
的
な
関
係
を
模
索
し
て
い
た
。
Ⅱ
三
支
部
開
設
以
降
も
、
支
部
開
設
の
動
き
は
続
い
て
い
る
。
既
に
八
年
七
月
号
の
「
人
形
の
家
」
で
神
戸
と
京
都
に
刺
激
さ
れ
「
大
阪
だ
け
が
情
け
な
い
。」
と
述
べ
て
い
た
吉
川
芳
郎
を
中
心
に
、
九
年
一
月
に
は
大
阪
支
部
が
生
ま
れ
、
早
速
九
年
三
月
号
か
ら
そ
の
活
動
を
誌
面
に
報
告
し
始
め
る
。
九
年
三
月
号
「
編
輯
後
記
」
で
は
、
多
く
の
参
加
者
を
得
た
大
阪
支
部
の
ス
タ
ー
ト
に
触
れ
、
続
け
て
名
古
屋
、
横
浜
、
福
岡
と
い
っ
た
都
市
部
を
始
め
、
各
地
方
で
の
設
置
を
慫
慂
す
る
が
、
こ
の
要
請
に
応
え
る
よ
う
に
、
二
月
に
は
福
島
県
支
部
が
開
設
（
福
島
県
支
部
「
福
島
県
支
部
第
一
報
」
昭
9

5）
さ
れ
、
横
浜
も
七
月
号
「
人
形
の
家
」
で
童
謡
な
ど
を
投
稿
し
て
い
た
橋
田
友
治
が
、
横
浜
在
住
の
投
稿
者
た
ち
に
設
立
を
呼
び
か
け
、
八
月
に
開
設
（
「
横
浜
支
部
創
立
第
一
回
例
会
」
昭
9

10）
さ
れ
て
い
る
。
新
た
に
九
年
に
開
設
さ
れ
た
こ
の
三
支
部
に
対
し
て
も
、
五
月
に
は
大
阪
支
部
の
詩
話
会
に
西
條
、
小
林
、
間
司
恒
美
が
、
十
月
の
福
島
県
支
部
の
会
合
に
は
帰
京
途
中
の
西
條
が
、
横
浜
支
部
の
十
一
月
例
会
に
は
西
條
、
加
藤
、
門
田
が
参
加
す
る
等
、
続
行
す
る
支
部
開
設
の
動
き
に
対
し
て
、
そ
の
活
動
を
支
援
し
て
い
く
姿
勢
を
引
き
続
き
見
せ
て
い
る
。
十
年
以
降
の
開
設
状
況
を
十
二
年
ま
で
の
『
人
形
』
へ
の
寄
稿
か
ら
見
れ
ば
、
開
設
後
も
例
会
報
告
を
寄
稿
し
続
け
た
支
部
と
し
て
、
京
城
（
十
年
二
月
号
）、
名
古
屋
（
十
年
七
月
号
）、
仙
台
（
十
一
年
四
月
号
）、
大
連
（
十
一
年
七
月
号
）、
根
室
（
十
一
年
八
月
号
）、
小
倉
（
十
一
年
十
二
月
号
）、
佐
渡
（
十
二
年
七
月
号
）、
静
岡
（
十
二
年
八
月
号
）
の
開
設
が
あ
り
、
そ
の
他
姫
路
（
十
一
年
四
月
号
）、
富
士
（
十
二
年
三
月
号
）、
土
浦
（
十
二
年
六
月
号
）
が
開
設
や
開
設
予
告
の
み
を
報
告
し
、
支
部
の
名
称
を
使
わ
な
い
も
の
の
、
十
年
に
は
飯
能
、
豊
原
の
読
書
が
地
域
で
の
会
合
を
複
数
回
報
告
し
て
い
る
。
十
三
年
以
降
も
例
え
ば
福
岡
（
十
四
年
四
月
号
）、
新
潟
（
十
四
年
十
月
号
）、
和
歌
山
（
十
五
年
十
月
号
）、
徳
島
（
十
六
年
三
月
号
）、
札
幌
（
十
六
年
六
月
号
）
等
支
部
の
開
設
や
支
部
の
再
出
発
は
報
告
さ
れ
る
も
の
の
、
十
二
年
ま
で
の
開
設
数
と
比
べ
れ
ば
明
ら
か
に
減
少
し
て
い
る
。
主
要
都
市
で
の
開
設
も
ほ
ぼ
十
一
年
ま
で
に
果
た
さ
れ
、
七
年
か
ら
始
ま
っ
た
支
部
開
設
の
動
き
は
、
十
二
年
頃
に
一
区
切
り
を
迎
え
て
い
る
。
支
部
活
動
の
最
盛
期
に
つ
い
て
は
、
関
西
の
支
部
を
例
に
取
れ
ば
、
小
林
が
「
…
賑
か
な
顔
触
で
盛
大
な
も
の
で
（
４
）」
あ
っ
た
と
回
想
し
て
い
る
十
年
四
月
の
関
西
大
会
頃
で
は
な
い
か
。
関
西
三
支
部
が
合
同
で
主
催
し
た
こ
の
会
に
は
、
小
林
の
他
に
も
、
西
條
、
加
藤
、
さ
ら
に
は
関
西
在
住
の
富
田
砕
花
、
喜
志
邦
三
も
出
席
し
、
六
月
号
「
人
形
関
西
大
会
の
記
」
の
吉
川
に
よ
れ
ば
「
…
定
刻
前
に
も
か
ゝ
は
ら
ず
既
に
予
定
の
五
十
人
を
突
破
の
盛
況
」
で
始
ま
り
、
平
手
敏
夫
が
「
…
予
期
以
上
の
大
大
盛
会
裡
に
会
を
閉
じ
」
た
と
述
べ
た
よ
う
な
盛
況
を
示
し
た
大
会
だ
っ
た
。
既
に
述
べ
た
が
、
八
年
十
月
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
を
合
同
で
行
っ
た
よ
う
に
、
関
西
の
支
部
間
で
の
提
携
の
動
き
は
以
前
か
ら
強
く
、
小
林
の
回
想
で
は
既
に
八
年
五
月
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
で
合
同
機
関
誌
の
発
行
も
検
討
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
大
阪
支
部
発
足
後
は
三
支
部
間
の
提
携
と
な
り
、
九
年
に
は
『
関
西
支
部
会
誌
（
５
）』
と
い
う
合
同
機
関
誌
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
大
会
は
三
支
部
が
展
開
し
て
き
た
提
携
の
成
果
を
示
す
も
の
と
し
て
、
十
年
頃
の
関
西
各
支
部
の
活
気
を
よ
く
伝
え
て
い
る
。
さ
ら
に
関
西
を
例
に
、
支
部
活
動
の
躍
動
を
示
す
指
標
と
し
て
、
同
人
誌
の
創
刊
が
あ
げ
ら
れ
る
。
加
藤
は
十
年
八
月
号
「
編
輯
後
記
」
で
「
『
人
形
』
の
各
地
支
部
を
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中
心
と
し
て
、
同
人
詩
誌
が
発
行
さ
れ
出
し
た
。
」
と
述
べ
、
こ
う
し
た
動
き
を
「
…
西
條
主
宰
も
常
に
希
望
さ
れ
て
ゐ
た
こ
と
で
、
非
常
に
い
ゝ
企
て
で
あ
り
、
又
喜
ば
し
い
傾
向
で
あ
る
。
」
と
賞
賛
し
て
い
る
。
支
部
活
動
に
研
鑽
の
要
素
を
求
め
て
い
た
加
藤
に
と
っ
て
、
同
人
誌
創
刊
は
そ
の
積
極
的
な
姿
勢
の
現
れ
と
判
断
し
、
評
価
し
た
の
だ
ろ
う
。
加
藤
が
あ
げ
て
い
る
の
は
「
大
阪
支
部
の
西
村
君
吉
川
君
等
を
中
心
に
し
て
『
大
阪
詩
人
』
神
戸
の
青
木
、
都
君
等
で
『
ア
ル
ブ
ル
』
又
横
浜
支
部
か
ら
『
海
港
』
な
ど
…
」
の
三
誌
で
、
大
阪
、
神
戸
に
加
え
、
横
浜
支
部
の
活
発
さ
も
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
三
誌
に
つ
い
て
は
、
志
賀
英
夫
氏
の
『
戦
前
の
詩
誌
半
世
紀
の
年
譜
（
６
）』
に
は
、
十
年
五
月
の
『
大
阪
詩
人
』
の
創
刊
号
、
十
年
十
月
刊
行
の
『
海
港
』
四
号
が
記
載
さ
れ
、
ま
た
十
年
四
月
に
三
号
が
発
行
さ
れ
た
神
戸
の
『
Ａ
Ｒ
Ｂ
Ｒ
Ｅ
』
と
い
う
詩
誌
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。『
Ａ
Ｒ
Ｂ
Ｒ
Ｅ
』
の
創
刊
時
は
不
明
だ
が
、『
海
港
』
の
創
刊
は
、
休
刊
後
に
ま
と
め
ら
れ
た
作
品
集
『
海
港
（
７
）』
掲
載
の
橋
田
友
治
「
編
輯
後
記
」
に
よ
れ
ば
十
年
五
月
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
十
年
前
半
に
は
同
人
誌
を
創
刊
さ
せ
る
活
気
が
、
複
数
の
支
部
で
醸
成
さ
れ
て
い
た
。
同
人
誌
創
刊
の
動
き
は
他
の
支
部
に
も
波
及
し
、
三
誌
に
続
く
形
で
創
刊
さ
れ
た
同
人
誌
と
し
て
、
名
古
屋
支
部
か
ら
の
『
幌
馬
車
（
８
）』
が
あ
る
。
十
年
七
月
号
の
「
名
古
屋
支
部
発
会
」
で
八
月
か
ら
の
活
動
を
予
告
し
た
名
古
屋
支
部
は
、
十
一
月
号
に
九
月
の
第
二
回
例
会
を
載
せ
、
そ
の
始
動
を
報
告
し
て
い
た
が
、
早
く
も
十
一
月
に
は
創
刊
号
を
刊
行
し
て
い
る
。
確
認
で
き
た
の
は
、
十
二
月
の
第
二
号
ま
で
だ
が
、
作
品
だ
け
で
は
な
く
、
支
部
情
報
を
掲
載
し
た
機
関
誌
と
も
な
っ
て
い
た
。
そ
の
他
の
同
人
誌
に
つ
い
て
は
、
小
林
の
「
人
形
の
回
想
（
９
）」
に
は
「
人
形
の
読
者
の
機
関
誌
と
し
て
は
京
阪
の
関
西
支
部
機
関
誌
が
刊
行
さ
れ
て
ゆ
り
か
ご

小
曲
研
究
（
）
に
発
展
し
神
戸
か
ら
も
何
か
プ
リ
ン
ト
が
出
た
し
郡
山
か
ら
蒼空
（
）
そ
れ
か
ら
女
性
群
で
秘唱

が
あ
つ
た
。」
と
四
誌
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
の
『
小
曲
研
究
』
（「
小
曲
研
究
社
」
刊
）
は
、
十
一
年
六
月
の
創
刊
号
を
見
れ
ば
、
「
日
本
小
曲
詩
壇
唯
一
の
公
器
」
を
謳
い
、
小
曲
作
品
の
他
に
、
小
曲
に
つ
い
て
の
論
評
や
時
評
を
掲
載
し
た
同
人
誌
で
、
大
阪
支
部
の
西
村
睦
美
が
編
集
代
表
者
と
な
り
、
編
集
委
員
に
神
戸
支
部
の
青
木
青
磁
、
波
々
伯
部
武
が
加
わ
る
よ
う
に
、
確
か
に
「
関
西
支
部
会
誌
」
を
「
発
展
」
さ
せ
た
同
人
誌
と
な
っ
て
い
る
。『
大
阪
詩
人
』『
Ａ
Ｒ
Ｂ
Ｒ
Ｅ
』
の
同
人
で
あ
っ
た
大
阪
、
神
戸
支
部
の
有
力
メ
ン
バ
ー
が
合
同
し
た
形
で
創
刊
さ
れ
た
『
小
曲
研
究
』
は
、
大
阪
以
外
に
『
人
形
』
投
稿
者
や
支
部
運
営
者
の
住
所
十
四
箇
所
を
支
社
と
す
る
等
、
同
人
に
は
関
西
だ
け
で
は
な
く
各
地
の
支
部
会
員
や
読
者
を
含
め
、
地
域
支
部
の
範
囲
を
超
え
た
展
開
が
目
論
ま
れ
て
い
た
。
十
一
年
七
月
号
「
編
輯
後
記
」
で
加
藤
は
、
各
支
部
の
同
人
誌
刊
行
に
触
れ
て
「
こ
れ
ら
を
統
一
し
て
大
同
団
結
し
た
も
の
」
の
刊
行
を
提
案
す
る
が
、
『
小
曲
研
究
』
は
こ
の
提
言
に
沿
っ
た
創
刊
で
も
あ
っ
た
。
実
際
創
刊
号
の
執
筆
者
も
関
西
に
留
ま
ら
ず
、
広
く
寄
稿
を
求
め
て
い
た
よ
う
で
、
晶
玲
子
や
西
村
由
美
子
、
瀧
川
厳
等
各
地
の
支
部
や
投
稿
誌
面
で
活
躍
し
て
い
た
者
も
作
品
を
掲
載
し
て
い
る
。
支
部
活
動
の
活
発
化
は
、
支
部
会
員
の
表
現
意
欲
を
高
め
、
同
人
誌
創
刊
を
促
し
た
と
同
時
に
、
支
部
の
枠
を
超
え
た
場
も
求
め
て
い
く
積
極
性
も
引
き
出
し
た
と
い
え
る
。
『
ゆ
り
か
ご
』
『
蒼
空
』
『
秘
唱
』
に
つ
い
て
は
、
創
刊
号
の
西
村
睦
美
「
小
曲
時
評
」
に
誌
名
が
見
ら
れ
、
『
小
曲
研
究
』
創
刊
時
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
一
方
で
『
小
曲
研
究
』
創
刊
の
頃
か
ら
、
支
部
活
動
に
転
機
も
訪
れ
て
い
た
ら
し
く
、
十
一
年
頃
よ
り
寄
稿
が
減
少
し
た
支
部
や
、
あ
る
い
は
支
部
の
再
構
築
を
告
げ
る
寄
稿
が
現
れ
て
く
る
。
一
番
早
く
支
部
活
動
を
始
動
さ
せ
た
神
戸
で
は
、
十
年
七
月
に
支
部
長
の
山
本
が
神
戸
を
離
れ
た
後
に
支
部
活
動
の
停
滞
が
見
ら
れ
、
十
一
年
前
半
に
は
活
動
に
つ
い
て
の
寄
稿
が
見
ら
れ
ず
、
「
な
が
い
あ
ひ
だ
沈
黙
を
守
」
（
大
砂
辰
一
「
人
形
神
戸
支
部
再
建
の
記
」
十
一
年
七
月
号
）
る
状
態
と
な
っ
た
ら
し
い
。
同
様
の
事
態
は
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名
古
屋
支
部
に
も
見
ら
れ
、
『
幌
馬
車
』
の
発
行
人
で
あ
っ
た
原
田
定
雄
か
ら
丹
羽
哲
夫
が
運
営
を
引
き
継
い
だ
（
十
一
年
三
月
号
）
も
の
の
、
丹
羽
が
同
人
誌
『
偶
像
』
を
刊
行
し
て
い
た
（
「
人
形
の
家
」
十
二
年
二
月
号
）
た
め
も
あ
り
、
「
休
養
」
状
態
と
な
り
、
「
支
部
復
興
」
（
同
号
）
が
告
げ
ら
れ
る
。
ほ
ぼ
名
古
屋
と
同
時
期
に
京
都
支
部
の
「
更
正
」
「
再
起
」
も
提
案
（
十
二
年
一
月
号
）
さ
れ
、
十
二
年
十
二
月
号
に
は
「
久
し
い
沈
黙
」
が
続
い
た
後
の
大
阪
支
部
「
再
興
第
一
回
」
の
様
子
が
寄
稿
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
京
都
は
十
一
年
以
降
、
大
阪
は
十
二
年
四
月
号
以
降
、
支
部
の
活
動
を
伝
え
る
寄
稿
は
見
ら
れ
ず
、
横
浜
支
部
も
『
海
港
』
休
刊
後
の
十
二
年
一
月
号
で
の
寄
稿
を
境
に
「
し
ば
ら
く
解
散
状
態
」
（「
横
浜
支
部
再
興
第
一
回
例
会
」
十
三
年
六
月
号
）
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
他
「
一
時
解
散
」
し
て
い
た
福
島
県
支
部
の
十
二
年
四
月
号
で
の
郡
山
支
部
と
し
て
「
再
設
立
」
も
報
告
さ
れ
、
十
年
ま
で
に
開
設
さ
れ
た
支
部
の
多
く
が
、
十
一
年
以
降
一
旦
支
部
活
動
を
停
滞
さ
せ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
見
れ
ば
、
各
支
部
で
時
期
に
相
違
は
あ
る
に
し
て
も
、
多
く
の
支
部
は
十
年
か
ら
十
二
年
に
活
動
の
最
盛
か
ら
減
退
を
経
過
し
、
そ
の
後
再
興
の
方
向
を
探
っ
て
い
る
。
十
二
年
八
月
号
「
編
輯
後
記
」
で
加
藤
が
「
各
地
支
部
が
活
発
な
活
動
を
初
め
出
し
て
き
た
。
」
と
述
べ
る
の
は
、
支
部
が
再
度
動
き
始
め
た
状
況
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
、
九
月
号
で
「
人
形
支
部
コ
ン
ク
ー
ル
」
入
選
作
が
掲
載
さ
れ
る
の
も
、
こ
の
動
き
を
支
援
す
る
企
画
で
は
な
か
っ
た
か
。
Ⅲ
前
稿
で
も
述
べ
た
通
り
、
支
部
活
動
の
開
始
と
ほ
ぼ
同
時
期
か
ら
、
『
人
形
』
は
詩
誌
と
し
て
の
性
格
を
強
調
し
て
い
く
。
八
年
、
九
年
と
そ
の
性
格
は
徐
々
に
強
化
さ
れ
、
十
年
の
号
で
は
、
「
『
詩
』
中
心
と
い
ふ
言
葉
を
積
極
的
に
強
化
し
た
方
針
」
（
「
編
輯
後
記
」
十
年
十
二
月
号
）
に
よ
り
、
二
月
号
「
現
代
詩
の
探
究
と
批
判
」
で
は
外
山
卯
三
郎
と
青
柳
優
の
論
が
、
三
月
号
「
新
ら
し
き
二
つ
の
詩
論
」
で
は
滝
下
繁
雄
、
世
田
三
郎
の
論
が
、
さ
ら
に
「
現
在
、
詩
に
つ
い
て
の
批
評
が
も
つ
と
活
発
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
ふ
。
」
（
「
編
輯
後
記
」
六
月
号
）
と
の
視
点
か
ら
、
六
月
号
か
ら
十
月
号
ま
で
「
新
鋭
詩
人
一
人
一
論
集
」
と
し
て
、
安
藤
一
郎
、
岩
佐
東
一
郎
（
六
月
号
）、
倉
橋
弥
一
、
丹
野
正
（
七
月
号
）、
近
藤
東
、
滝
下
繁
雄
（
八
月
号
）、
江
口
隼
人
（
九
月
号
）、
横
山
青
娥
（
十
月
号
）
の
詩
論
が
掲
載
さ
れ
る
。
岩
佐
の
「
詩
人
営
養
不
良
論
」
や
丹
野
の
「
現
代
詩
の
特
徴
」
の
よ
う
に
、
同
時
代
の
詩
人
や
作
品
を
鳥
瞰
し
た
立
場
か
ら
の
批
評
が
載
せ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
青
柳
の
「
リ
ア
リ
ズ
ム
詩
に
就
い
て
」
、
世
田
の
「
新
興
諷
刺
詩
の
た
め
に
」
や
江
口
の
「
韻
律
詩
論
を
め
ぐ
る
」
の
よ
う
に
問
題
を
絞
っ
た
批
評
も
見
ら
れ
、
ま
た
江
口
の
韻
律
論
批
判
に
対
し
て
は
横
山
が
翌
号
「
物
に
徹
す
る
心
」
で
反
論
す
る
な
ど
の
論
議
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
特
定
の
問
題
や
主
張
に
偏
る
こ
と
な
く
、
詩
や
詩
壇
の
諸
問
題
が
広
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
詩
誌
と
し
て
の
傾
向
が
深
め
ら
れ
る
一
方
で
、
加
藤
は
十
年
の
号
「
編
輯
後
記
」
で
同
時
代
の
詩
状
況
へ
の
発
言
も
積
極
的
に
重
ね
て
い
っ
た
。
既
に
八
年
八
月
号
の
「
現
代
詩
壇
を
打
診
す
」
で
、
同
時
代
の
中
堅
詩
人
を
辛
辣
に
批
判
し
、
そ
の
後
も
九
年
十
二
月
号
「
編
輯
後
記
」
で
、
詩
壇
展
望
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
な
い
理
由
と
し
て
、
「
…
今
年
は
、
い
や
昨
年
も
一
昨
年
も
、
そ
の
又
前
も
さ
う
で
あ
つ
た
が
、
わ
が
国
の
詩
界
に
は
決
算
さ
れ
る
も
の
が
な
い
の
で
あ
る
。
」
と
詩
壇
へ
の
厳
し
い
視
線
を
引
き
続
き
語
っ
て
き
た
。
し
か
し
十
年
の
号
で
は
「
行
き
つ
ま
つ
て
ゐ
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
詩
と
、
余
り
に
末
端
的
な
シ
ユ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
詩
…
」
（「
編
輯
後
記
」
十
年
四
月
号
）
と
厳
し
い
言
及
を
示
し
な
が
ら
も
、
「
…
長
年
の
間
低
迷
し
て
ゐ
た
わ
が
国
の
詩
界
は
旧
臘
末
か
ら
確
か
に
復
興
の
途
を
つ
て
き
て
ゐ
る
や
う
だ
。
」
（
「
編
輯
後
記
」
十
年
一
月
号
）「
歩
み
は
至
極
の
ろ
い
が
、
今
年
に
入
つ
て
詩
は
確
か
に
復
興
の
機
運
に
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向
か
つ
て
き
た
や
う
だ
。
…
詩
壇
は
数
年
間
壊
滅
状
態
に
あ
つ
た
が
故
に
、
返
つ
て
よ
き
再
建
を
持
つ
こ
と
が
出
来
た
と
も
言
へ
よ
う
。
」
（
「
編
輯
後
記
」
十
年
九
月
号
）
と
の
観
測
も
語
り
始
め
る
。
十
二
月
号
「
編
輯
後
記
」
に
も
「
詩
の
復
興
」
へ
の
言
及
が
あ
り
、
翌
十
一
年
一
月
号
「
編
輯
後
記
」
で
も
、
「
…
昨
年
は
確
か
に
再
建
の
端
緒
に
つ
く
こ
と
を
得
た
と
思
は
れ
る
。」
と
繰
り
返
さ
れ
、「
復
興
の
機
運
」
が
強
く
表
明
さ
れ
て
い
る
。
十
年
の
号
で
は
、
「
復
興
の
機
運
」
の
み
が
強
調
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
詩
壇
の
傾
向
を
視
野
に
入
れ
た
「
詩
の
復
興
」
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
加
藤
自
身
も
九
月
号
「
編
輯
後
記
」
で
、
「
復
興
の
機
運
」
を
示
す
具
体
的
例
と
し
て
、
川
路
柳
虹
『
詩
学
（
）』
、
萩
原
朔
太
郎
『
純
正
詩
論
（
）』
の
刊
行
と
、
文
芸
誌
へ
の
詩
掲
載
を
あ
げ
て
い
る
が
、
十
二
月
号
「
編
輯
後
記
」
に
は
、
こ
の
観
測
と
重
な
る
同
号
掲
載
の
喜
志
邦
三
「
新
精
神
の
萌
芽
期
」
の
紹
介
を
通
し
て
、
川
路
や
萩
原
の
詩
論
に
見
ら
れ
る
潮
流
等
へ
の
注
目
が
語
ら
れ
て
い
る
。「
新
精
神
の
萌
芽
期
」
は
、「
定
形
詩
に
対
す
る
再
認
識
…
、
詩
学
乃
至
詩
作
の
方
法
論
に
対
す
る
考
察
の
台
頭
」
と
「
浪
漫
主
義
精
神
の
復
活
」
の
二
点
を
、
「
昭
和
十
年
詩
壇
の
新
現
象
と
し
て
最
も
注
目
す
べ
き
も
の
」
と
し
な
が
ら
、
十
年
で
は
と
も
に
「
萌
芽
期
」
の
段
階
で
留
ま
っ
て
い
る
と
述
べ
た
論
で
、
加
藤
が
注
目
し
た
現
象
へ
の
位
置
付
け
と
評
価
が
、
拡
大
さ
れ
た
視
点
か
ら
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
喜
志
の
論
を
加
藤
は
同
じ
く
十
二
月
号
に
載
っ
た
新
居
格
の
「
昭
和
十
年
を
見
送
る
」
と
と
も
に
、
「
編
輯
後
記
」
で
言
及
し
、
「
行
動
主
義
と
か
能
動
精
神
と
か
新
浪
漫
主
義
と
か
韻
律
定
形
詩
論
」
を
「
…
傾
聴
に
値
す
る
や
う
に
見
え
た
提
議
」
と
評
価
す
る
と
と
も
に
、
両
論
で
共
通
し
て
指
摘
さ
れ
た
「
新
ら
し
い
イ
ズ
ム
や
主
題
が
あ
つ
た
に
か
ゝ
は
ら
ず
、
そ
れ
ら
は
一
向
に
結
実
し
な
か
つ
た
」
点
を
踏
ま
え
、
そ
れ
ら
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
自
問
を
重
ね
て
い
る
。
加
藤
は
喜
志
の
見
解
を
踏
襲
す
る
形
で
、「
詩
の
復
興
」
を
探
ろ
う
と
し
て
い
る
。
喜
志
が
提
示
し
た
二
傾
向
に
、
詩
の
方
向
を
想
定
す
る
加
藤
の
姿
勢
は
、
同
じ
十
二
月
号
掲
載
の
「
本
年
の
本
誌
投
稿
作
品
に
つ
い
て
」
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
新
散
文
詩
の
傾
向
が
投
稿
作
品
か
ら
減
少
し
た
点
を
取
り
上
げ
、
詩
の
流
れ
を
「
自
由
詩
か
ら
新
散
文
詩
、
そ
し
て
新
散
文
詩
か
ら
韻
律
詩
へ
」
と
記
す
よ
う
に
「
韻
律
定
形
詩
論
」
の
示
す
方
向
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
「
果
し
て
進
む
も
の
で
あ
る
か
。
」
と
の
問
い
も
付
言
さ
れ
、
「
編
輯
後
記
」
同
様
、
加
藤
自
身
は
、
こ
の
動
き
の
進
展
を
注
意
深
く
見
て
い
く
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。「
浪
漫
主
義
精
神
の
復
活
」
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
十
一
年
三
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
坂
本
越
郎
「
新
浪
漫
的
詩
の
抬
頭
」
を
巡
っ
て
、
三
月
号
「
編
輯
後
記
」
で
は
、
「
こ
の
頃
、
文
壇
に
も
、
詩
壇
に
も
新
ら
し
く
ロ
マ
ン
テ
イ
ス
ム
の
運
動
の
台
頭
を
見
る
。」
と
し
、「
こ
の
提
唱
は
大
い
に
論
議
さ
れ
批
判
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
も
の
…
」
と
述
べ
、
「
浪
漫
主
義
精
神
」
へ
の
論
議
の
深
ま
り
を
期
待
し
て
い
る
。
加
藤
は
、
十
年
か
ら
十
一
年
に
か
け
て
の
こ
の
時
期
、
二
傾
向
に
つ
い
て
、
そ
の
進
展
を
期
待
し
な
が
ら
見
据
え
て
い
た
と
い
え
る
。
し
か
し
そ
の
後
、
「
新
散
文
詩
か
ら
韻
律
詩
へ
」
の
方
向
に
加
藤
は
進
ん
で
参
加
し
て
い
く
。
十
二
年
二
月
号
「
編
輯
後
記
」
で
は
同
号
に
掲
載
さ
れ
た
川
路
の
「
新
律
格
詩
主
張
の
根
底
」
に
触
れ
つ
つ
、
「
現
在
の
日
本
の
詩
は
定
形
詩
又
は
律
格
詩
に
進
ん
で
行
く
よ
り
他
に
道
は
な
い
や
う
に
考
へ
ら
れ
る
。
」
と
の
認
識
を
述
べ
る
よ
う
に
な
る
の
だ
が
、
こ
の
評
価
の
進
展
に
は
、
加
藤
が
追
求
し
た
『
人
形
』
読
者
の
、
さ
ら
に
は
詩
の
読
者
の
問
題
が
影
響
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
十
一
年
五
月
号
の
「
編
輯
後
記
」
で
は
『
人
形
』
が
「
驚
く
程
の
多
数
の
読
者
を
保
有
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
事
実
」
に
触
れ
、
こ
の
「
事
実
」
を
「
詩
の
進
歩
の
方
法
の
上
に
実
践
的
に
取
り
入
れ
る
こ
と
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
し
、
「
詩
の
再
建
は
『
多
数
者
』
の
上
に
築
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
」
と
の
方
向
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
詩
壇
の
傾
向
を
見
据
え
つ
つ
、
一
方
で
『
人
形
』
編
集
者
と
し
て
、
読
者
、
投
稿
者
の
傾
向
も
把
握
し
て
い
た
加
藤
は
、
読
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者
た
ち
の
志
向
と
「
詩
の
復
興
」
を
結
ぶ
道
筋
の
開
拓
も
課
題
と
し
て
意
識
し
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、
「
新
散
文
詩
か
ら
韻
律
詩
へ
」
へ
の
傾
向
が
さ
ら
に
重
み
を
増
し
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
先
に
あ
げ
た
『
小
曲
研
究
』
を
見
れ
ば
、
創
刊
号
の
「
宣
言
」
に
は
「『
小
曲
研
究
』
の
輝
や
か
し
き
使
命
は
、
現
在
猶
第
二
義
的
視
さ
れ
て
ゐ
る
小
曲
を
、
新
し
き
定
型
詩
（
本
格
詩
）
と
呼
称
出
来
る
水
準
ま
で
引
き
上
げ
る
に
あ
る
」
と
の
意
気
込
み
が
語
ら
れ
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
西
村
の
「
小
曲
私
論
」
で
も
「
小
曲
に
於
て
、
用
語
は
主
と
し
て
口
語
を
使
用
し
、
構
成
法
は
絶
対
に
定
型
律
…
」
と
の
主
張
が
語
ら
れ
て
い
る
。
十
一
年
三
月
号
「
編
輯
後
記
」
で
は
、
加
藤
は
「
詩
の
普
遍
化
」
や
「
大
衆
に
詩
を
植
ゑ
つ
け
る
」
意
味
で
「
第
二
義
的
詩
が
も
う
一
つ
役
割
を
見
出
さ
れ
」
る
必
要
性
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
加
藤
は
詩
壇
だ
け
で
は
な
く
、
『
人
形
』
を
支
え
る
詩
の
愛
好
者
た
ち
の
動
向
を
踏
ま
え
つ
つ
、「
詩
の
復
興
」
に
つ
い
て
の
模
索
を
深
め
て
い
く
。
十
二
年
二
月
号
「
編
輯
後
記
」
に
は
、
「
詩
自
ら
の
進
歩
」
と
「
『
読
者
』
と
い
ふ
エ
レ
メ
ン
ト
」
の
「
二
つ
の
相
反
し
た
や
う
に
見
ら
れ
る
方
向
を
一
致
せ
し
め
る
と
こ
ろ
に
本
誌
の
存
在
理
由
が
あ
る
…
」
と
述
べ
て
い
る
。
支
部
活
動
の
活
発
化
や
表
現
意
欲
の
高
ま
り
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
「
詩
の
復
興
」
を
強
く
実
感
し
て
い
た
加
藤
は
、
両
者
を
ぐ
視
点
を
追
求
し
つ
つ
、
『
人
形
』
の
方
向
を
模
索
し
て
い
っ
た
。
注
（
1）
「『
人
形
』
の
検
討
」
（『
学
苑
』
平
成
二
十
一
年
三
月
号
）
（
2）
小
林
英
俊
「
人
形
の
回
想
」
（『
人
形
』
昭
和
二
十
一
年
六
月
号
）
（
3）
鈴
木
貴
宇
「
人
形
」
（
二
〇
〇
八
二
安
藤
元
雄
大
岡
信
中
村
稔
監
修
『
現
代
詩
大
事
典
』
三
省
堂
）
（
4）
注
（
2）
に
同
じ
。
（
5）
確
認
で
き
た
『
関
西
支
部
会
誌
三
輯
』
は
昭
和
九
年
七
月
発
行
で
、
奥
付
に
は
「
編
輯
兼
発
行
者
浅
見
勝
治
」
「
発
行
所
人
形
京
都
支
部
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
（
6）
志
賀
英
夫
『
戦
前
の
詩
誌
半
世
紀
の
年
譜
』
（
二
〇
〇
二
一
詩
画
工
房
）
（
7）
奥
付
に
よ
れ
ば
、
昭
和
十
一
年
十
二
月
刊
行
で
「
編
輯
兼
発
行
人
橋
田
友
治
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
（
8）
創
刊
号
、
二
号
と
も
奥
付
に
は
「
編
輯
兼
発
行
人
原
田
定
雄
」「
発
行
所
人
形
名
古
屋
支
部
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
（
9）
注
（
2）
に
同
じ
。
（
10）
創
刊
号
の
奥
付
に
は
「
編
輯
代
表
者
西
村
睦
美
」
の
名
前
の
他
に
、
「
発
行
者
木
村
康
一
」
「
発
行
所
小
曲
研
究
社
」
「
編
輯
部
小
曲
研
究
社
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
（
11）
塩
谷
賢
寿
（
「
人
形
の
家
」
十
一
年
二
月
号
）
の
投
稿
に
は
、
岡
登
志
夫
（
＝
丘
灯
至
夫
）
を
発
行
責
任
者
に
、
十
一
年
一
月
の
東
京
で
の
創
刊
が
予
告
さ
れ
て
い
る
。
（
12）
川
路
柳
虹
『
詩
学
』
（
昭
和
十
年
四
月
耕
進
社
）
（
13）
萩
原
朔
太
郎
『
純
正
詩
論
』
（
昭
和
十
年
四
月
第
一
書
房
）
資
料
調
査
で
は
、
日
本
近
代
文
学
館
、
神
奈
川
近
代
文
学
館
、
本
学
図
書
館
近
代
文
庫
の
お
世
話
を
頂
い
た
。
ま
た
『
現
代
詩
1920

1944
モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩
誌
作
品
要
覧
』
（
和
田
博
文
監
修
二
〇
〇
六
年
十
月
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
）
並
び
に
『
現
代
詩
誌
総
覧
⑦
十
五
年
戦
争
下
の
詩
学
』
（
現
代
詩
誌
総
覧
編
集
委
員
会
編
一
九
九
八
年
一
二
月
同
右
）
を
活
用
さ
せ
て
頂
い
た
。
併
せ
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
（
い
の
く
ま
ゆ
う
じ
日
本
語
日
本
文
学
科
）
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